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研究成果の概要（和文）：本研究は、自己語りの実践とコミュニティ形成を事例調査し、オーラル・コミュニケ
ーションが人と人との繋がりを生成する交話機能やオーラルヒストリーの共有による地域の歴史の構築と世代継
承性の実際について、大震災・原発事故後に過疎化の進む地域の実態を通して明らかにした。 本研究は、1参与
型フィールドワークとライフストーリー・インタビュー、2ドキュメントの収集と分析、3 エスノグラフィ的記
述手法という三つの質的アプローチにより、オーラル・コミュニケーションによる交話機能を生かした地域コミ
ュニティの再生、自己語りの実践やオーラル・コミュニケーションが地域の歴史再構築へのリソースとなること
を解明した。

研究成果の概要（英文）：In this research, the practice of self-narrative and community formation is 
investigated, and the phatic function of oral communication that creates connections between people,
 and the construction of local history and generativity through the sharing of oral histories are 
examined and clarified through the actual situation in the area where depopulation is progressing 
after the great earthquake and nuclear accident.
　The three qualitative approaches were used in this study: (1) participatory fieldwork and life 
story interviews, (2) document collection and analysis, and (3) ethnographic description method. As 
a result, this research enabled the capture of the regeneration of local communities which practiced
 effective utilization of the interaction function of oral communication. I further clarified that 
the practice of self-narrative and oral communication can be a resource for reconstructing local 
history.

研究分野： 経験社会学

キーワード： 自己語り　オーラル・コミュニティ　交話機能　共在性　世代継承性　オーラル・コミュニケーション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、自己語りが歴史性を含み、集合的な共有で歴史化への契機となること、オラリティのもつ交話機能が
コミュニティ再生へ果たす役割を具体的に描き出した点において社会学的意義がある。地域コミュニティにおけ
るオラリティの有効性の解明はオーラルヒストリーの社会学的研究にとって新たな成果となった。東日本大震
災・原発事故後の地域荒廃という厳しい困難を抱える地域におけるオーラル・コミュニケーションを通して人び
との繋がりを回復しコミュニティ再形成をめざす活動は、現代日本の地方社会に共通する過疎化や高齢化、災害
による困難等のなかで地域に生きる人たちにも共有される問題の探究として汎用性のある社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

 

１. 研究開始当初の背景 

 

 本研究の学術的背景には、(1) 戦後日本社会における自己語りと文章運動の系譜、(2) ライフストー

リー研究をはじめとする質的調査研究の深化、(3) 2000年代以降のオーラルヒストリー研究の展開とい

う研究代表者が関わってきた三つの学術動向がある。  

(1) 戦後日本社会において、1950 年代の伝記を書く運動や生活記録運動、1960 年代末の「ふだん記」

運動、1980 年代後半から隆盛した自分史ブームを研究する過程で、生活記録、自分史、ふだん記、人生

史等々多様な言葉で称された個人的経験を書きあらわす社会現象を社会学的に明らかにしてきた。自己

を表現する行為を「自己語り」と総称し、自己語り現象の系譜を辿りつつその書かれ方をとらえてきた

が、そこで一貫して見いだされたのは自己語りをめぐる「共に書く」という共同体的書き方である。自己

の経験を書くという個人的行為を他者との共同的行為へ転換する際に見いだされる局面を社会学的に研

究し、とくに1990年代後半以降、高齢化社会の進展でサークル的な共同体的書き方や自費出版の動きが

明らかにされた。  

(2) 社会学におけるライフストーリー論は、1980年代後半より現象学的社会学や構築主義、ナラティ

ヴ論の隆盛に牽引されて認識論的に深化し、ライフストーリー法は社会調査法としても応用が進んでき

た。本研究テーマである自己語りとは自己のあらわすライフストーリーであり、ライフストーリー論の進

展が本研究の視角の基盤となった。  

(3) 2000年代に進展したオーラルヒストリー研究も本課題の学術的背景にある。口述史研究にとどま

らない領域横断的研究アリーナにおいて、とくに声とオラリティの社会学研究では、W・オングの指摘し

た「音のエコノミー」という聴覚がもつ「一つにするa putting together」という音の統合志向を重視

し、統合化中心化する聴覚の作用に着目した。このような聴覚の特性をふまえたうえで、声を聴くことが

累積的傾向をもち、状況依存的な思考をもとに人間をホーリスティックにとらえる志向をもつというオ

ラリティの特性を明らかにした。本研究では、この特性をふまえてオーラル・コミュニケーションを検討

した。  

 

 

２. 研究の目的 

   

本研究の目的は、第一に、自己語りの実践をとおして形成されるオーラル・コミュニティの実際を明ら

かにし、とくに自己を語る際のオーラル・コミュニケーションが生成する交話機能とオーラルヒストリー

を共有することによる世代継承性について解明することにある。第二に、現代日本の地方社会において高

齢化や災害による困難に直面するなかで自己の経験を語る行為とその実践の場を調査し、自己語りが新

たなオーラル・コミュニティ形成に資すること、そしてオラリティの意義をもとにした自己語りの実践

の、より持続的な可能性を探求することも研究目的である。 

本研究の目的に達するための学術的問題意識は、一つには 自己語りが豊かになされるオーラル・コミ

ュニティにおいて交話機能や世代継承性の実態を問うことにある。自己語りの共同的実践がいかに地域

の歴史の再構築への足掛かりとなるのかという問いでもある。二つには、とくに人口減少や災害による大

きなダメージを抱えた地域において、自己語りを核とするオーラル・コミュニティがいかに形成され、ど

のような役割を果たしているのかを問うている。三つには、自己語りがけっして孤独な個人的行為ではな

く他者とつながりを拓く機能をもつ状況を、語り合いの場の創出や聞き書き活動というオラリティを核

とする地域活動の事例をとおしてみることができるのではないかという問いである。 

自己語りのために声の共有される範囲で形成されるオーラル・コミュニティが人びとを情緒的につな

ぐ交話機能を果たしていること、さらにオーラルな語りを集成しリテラルな作品とすることで「近い過去

の歴史」を構築する機能というオラリティとリテラシーの往還の実際とその意義を明らかにするという

ねらいが研究課題の中核になっている。 
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３. 研究の方法 

 

本研究の目的である、自己語りの実践をとおして形成されるオーラル・コミュニティの実際をとらえる

こと、自己を語る際のオーラル・コミュニケーションが包含する交話機能の作用とオーラルヒストリーを

共有することによる世代継承性について解明することに対して、つぎの三つの方法で研究に取り組んだ。 

 

(1) 参与型のフィールドワークとライフストーリー・インタビューを主軸とする質的調査 

(2) 自分史や聞き書き集等のリテラルなドキュメントの収集と分析 

(3) 参与型関与によるエスノグラフィ的記述という手法による対象の理解と分厚い記述  

 

以上の方法で、現地に赴いてコミュニティへの参与観察とコミュニティを形成するメンバーたちへイ

ンタビュー調査をおこなった。フィールドワークでは、集合的なコミュニティの場でのオーラル・コミュ

ニケーションを注視すること、いま一つは個人的経験をインタビューによってオーラルに表出してもら

うこと、この二点に着眼しながら、現地でのフィールドワークやドキュメント収集にあたり、そこから対

象への深い理解と分厚い記述をめざした。 

本研究は、研究計画の段階では、具体的な事例として福島県南相馬市と福岡県八女市という二つの地方

社会における実態へアプローチすることを立案した。 

福島県南相馬市は、東日本大震災と福島第一原発事故による災禍で原発から 20 キロ 30 キロ圏内の避

難指示区域では住民の離散と 5年の地域の空白という困難を強いられた地区を広く含む。2016年 7月の

避難指示解除後の現在、帰還した住民たちは地域復興への途上にあって複数の NPO 団体がオーラル・コ

ミュニケーションを重視した地域活動に取り組んでおり、地域社会の再生方途に自己語りの実践が見い

だされていた。 

福岡県八女市では20年以上にわたり民間の自分史グループが書くことを主にした自己語り実践のサー

クル活動を継続しており、長期にわたる自己語りの蓄積が新たなコミュニティ形成を促してきた。この地

域は、高齢化や人口減少という社会変動だけでなく、数年前には集中豪雨による河川氾濫という自然災害

による困難を経たが、長年の自己語りの実践と定期的に集うことで形成されるオーラル・コミュニティが

人びとをつなぐ機能をはたしていることが注目された。 

しかしながら、本課題研究の期間中、コロナ禍が丸3年続き、断続的に緊急事態宣言が発せられた。そ

の時期には、遠隔地へ出かけるフィールドワークや、高齢化の進む調査対象地および高齢者で構成される

グループの対面インタビュー調査の実施は難しかった。そこで、当初の調査計画を修正し、フィールドワ

ークは福島県での事例に絞ることにした。さらに研究期間を 1 年延長して、コロナ禍の状況を注視しつ

つ、現地での調査活動は、可能な範囲で調査協力者と調査者双方の安全と安心に配慮した実施を心掛け

た。 

 

 

４. 研究成果 

  

本研究は、コロナ禍を被りながらも、研究課題にもとづいた３つの方法で研究活動に取り組み、研究目

的に沿って二つの主要な点を主軸に調査をおこない、研究成果を得ている。 

 

(1) オーラル・コミュニティ形成 

成果の第一点は、自己語りとオーラル・コミュニティの実際をとらえたことにある。参与型のフィール

ドワークとインタビュー調査をとおしてオーラル・コミュニケーションのありかたとコミュニティの形

成の現状がみえてきた。南相馬市小高区で複数のコミュニティ活動のインタビューと参与観察を中心と

するフィールドワークを実施した。とくに着目したのが ① 唐辛子コミュニティと ② 大富サロンであ

る。 

 

① 唐辛子コミュニティ 

唐辛子コミュニティとは、小高工房が手掛ける「小高とうらがしプロジェクト」によって築かれた唐辛



3 

 

子でつながる人びとのコミュニティを指している。 

小高区は、東日本大震災直後の原発事故によって警戒区域となり、2016年 7月の避難指示解除まで居

住者のいない町となったが、この 5年の住民不在期間に動物の闊歩する地域となった。除染が終わり、暮

らせる町になっても獣害による農作物への影響は深刻であった。猿や猪、ハクビシンなどの動物が田畑を

荒らし、作物を食い荒らす。だが、唐辛子は、動物の食べない、獣害を免れる作物として見いだされた。 

「小高とうがらしプロジェクト」は、唐辛子栽培者に株券と苗を渡し、収穫された唐辛子をすべて買い

取るというシステムを編みだした。工房では一味や辣油のような唐辛子製品を作り、販売する。ここに、

唐辛子に媒介された栽培者-工房-購入者が円環的につながる唐辛子コミュニティが形成されている。 

 このプロジェクトで唐辛子を栽培する人たちは、植物を育成することで土地の荒廃を乗り越えていっ

た。市場で小高の産物として販売されることにも新たな喜びを見だし、つながりの連鎖に生きがいを感じ

始めている。このような唐辛子を媒介とした循環が成立したところに唐辛子コミュニティは築かれてい

る。 

このコミュニティの核となっている小高工房の前身が小高プラットフォームである。小高プラットフ

ォームは、帰還開始後まもなく地元出身者が中心となって立ち上げた交流の場であった。人のいなくなっ

た小高でわずかの住民しかいなかった帰還当初、町に灯がほしい、立ち寄れる場がほしいと駅前通りにフ

リースペースを開設した。その場は、人と人が会話をするオーラル・コミュニケーションをとるための場

であった。生活再建が進むにつれ、小高プラットフォームは、唐辛子を主軸とする「小高とうがらしプロ

ジェクト」に取り組む小高工房へと転換していった。唐辛子コミュニティは、このオーラル・コミュニケ

ーション醸成の場があったからこそ築かれたことがインタビュー調査から明らかになった。オーラル・コ

ミュニケーションに根ざしている点において、唐辛子コミュニティはオーラル・コミュニティ形成の一つ

の事例としてさらに考察を深めたい。 

 

② 大富サロン 

 大富は、南相馬市小高区の西部、山里の集落である。津波の被害はなかったものの、20 キロ圏内に位

置するため、全住民が避難を強いられ、5年間、居住者がいなくなった。発災から5年4か月後、2016年

7月に、避難指示解除準備区域が解除され生活圏内(家屋と周辺田畑)の除染が完了し、やっと帰還できる

ようになった。しかし、5年の空白は大きく、避難先で新しい生活を築き、帰還を断念した人も少なくな

い。2023年現在、帰還して生活を再建した世帯は18世帯、震災直前の68世帯の約4分の 1である。 

 そのような大富地区において、帰還開始の 4か月後、2016年11月から大富サロンは始まった。月2回、

第 2 第 4 土曜日午前に地元の公民館である集落センターにあつまっておしゃべりする場が設けられてい

る。大富サロンは、「大富サロンかけの森」とも称され、「趣旨はみなさん集まって、お話やゲーム等をし

て楽しむ憩いの場」である。サロンの様子をエスノグラフィックに記述してみる。 

 

＊2022年8月第4土曜日  

 午前 10時、軽自動車や軽トラックなど車を運転して集落センターに集まってきた。男性 9名、女性 4

名。まずビデオをみながらテレビ体操をおこない、その後は輪になっておしゃべりをした。外部から参加

した人は、役場の若い男性職員と夏休みを利用して小高を体験している京都からきた大学生、私たちの研

究グループ3名の計5名である。自己紹介をし、その後は、問いを投げかけて応答が出たり、隣り合わせ

た席の人とおしゃべりをしたりした。 

 おしゃべりがはずむなかで、私たちは一人の住民に尋ねられた。 

「大富の人口が戻らず高齢者ばかりになり、今後のことが案じられるが、大富にはとくに目玉になるよう

な魅力もなく、どうしたらいいか、なにかいい知恵はないか」と。 

 日本の地方社会で同様の問題に直面している地域が多くあることをふまえると、簡単に解決策が出せ

る問題ではないだろう。しかし、大富には大富ならでの特徴があり、その特徴を生かすことはできないも

のかと考えている。そこで、付け加えた、 

「高齢化と人口減少の進む中で、ただちに戻ってくる人を増やすこと、あるいは若い世代の人口を増や

すことは簡単なことではない。だが、居住人口は少ないかもしれないけれども、子や孫、親戚など地区の

外に住む人たち、そして私たちのような地区外のよそものを受け入れて、地区の外に住む人もこの地区を

サポートしてくれる人として非居住者も巻き込んで広がることで、居住者にとどまらない人をふくめた
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地区のありかたになっていくのではないか。私たちを受け入れてくれることがこの地区の可能性を示し

ていることになるとおもう」と述べた。 

大富サロンはオーラル・コミュニケーションの場であり、そこに本研究課題にもとづくフィールドワー

クを受け入れてくれたこと自体にこの地区のもつオープン性とストレンジャーを受け入れる寛容性、コ

ミュニケーション力の高さと交感機能の重視の特徴があらわれていると考えている。 

 

＊サロン・コミュニティ形成とその機能 

この定期的な集合の場は、帰還した住民にとって直接顔を合せる貴重な機会となっている。大富は、山

里に集落が点在する地理的環境と車が移動手段となっているため、対面してオーラル・コミュニケーショ

ンのできる場は希少である。このサロンの場こそ住民同士が直接に対面できる空間である。ここにサロ

ン・コミュニティの形でかつての地域コミュニティが再生されつつある現状をみることができる。 

 2011年 4月、避難を強いられた人びとは、ばらばらに小高を離れていった。小高を離れたあとも、当

初は公共施設や家族親族の家などへ一時避難し、そこから県内や隣県の宿泊施設、市内の仮設住宅や借上

げ住宅へ移り、複数の居所を転々とした世帯もあった。当時、誰がどこへ避難したのか、住民同士の連絡

も十分にとれない状況であったという。5年間は非常に辛い経験であった。 

 このような過酷な時期を経て帰還した人びとを待っていたのは土地の荒廃であった。生活圏の除染は

終了したものの動物が闊歩し雑草の覆い茂った荒れはてた土地に囲まれた自宅であった。住む人のいな

くなった住宅は荒れていった。帰還した人たちは、庭の手入れをして花を植えてかつての暮らしを取り戻

し、帰還後7年を経て、大富はまた美しい山里の風景へと変わっていった。 

 サロン活動で人びとは 5 年間の個人的な経験をすべて語り合ったわけではない。むしろ思い出したく

ないという過酷な経験は語られないままに、日常的な会話をおしゃべりとして交わすことで情緒的交感

を得て、つながりを再生していった。 

 「戻ってきてよかった。戻った人は元気である。ここにいるとストレスがない。よそへ出た人はなにか

とストレスで元気がないようにおもう」と、HIさんは語っている。 

 

(2) 地域の歴史の再構築 

 第二の成果は、地域の歴史の再構築にかかわる実践とコミュニティの関係をとらえた点にある。 

 大富地区では、帰還の翌年、2017年春に当時の区長や有志数名で『大富の姿 平成 29年春』というタ

イトルの動画DVDを作成した。そのナレーションでは作成の意図をつぎのように語っている。 

 「平成28年7月に避難指示解除準備区域が解除されました、大富に帰還された家からぽつりぽつりと

明かりが灯る様になりました。一方、帰還を断念せざるをえなかった家々の取り壊しが目立つようになり

ました。このような光景を見た時、大富の現在のありのままの姿を後世に記録として残したいと思い、映

像とコメントを通じて納めました。」 

 5年の空白を経て、7割以上の住民は帰還していない。帰還を断念した家々の取り壊しが始まり、大富

のさらなる変貌が日々感じられる。今の姿を動画に撮って「後世に記録として残したい」という思いで、

大富の家々を一軒ずつビデオに撮りながら廻りコメントしながら大富の現状をDVD作品に編集している。 

 2017年 11月には、パート 2も作成された。「前に作成した『大富の姿』から心に残った映像を選び、

今回新たな映像と組み合わせて作成しました」とDVDケースに記されている。パート 2では、「後世に大

富の現実を映像とコメントを通じて少しでも残すことができたではないでしょうか」とも述べられてい

る。 

 これらの二つの DVD 作品は、記録として後世へ受け継がれていくことを意図したオーラルとビジュア

ルな記録である。サロンで上映して、昔の大富を想起しその変貌を共に語らい合いながら認識を共有して

いる。サロン・コミュニティのなかで、地域の変貌を記録しつつそれを地域の歴史としてオーラルな語り

をとおして、共同で認識していく場はすなわち地域の歴史の再構築の場としてとらえられる。 

 

 研究期間中の以上のような調査結果をふまえて、研究代表者は、本研究課題の研究調査活動に加わった

二人の研究協力者、大島岳と庄子諒とともに 2023年 6月の国際社会学会 RC38でのセッションを組織し

て成果を発表し、さらに、国内学会での研究報告や学会誌での論文発表によって成果の公開を予定してい

る。また今後、研究成果を研究協力対象へ還元していくことを図る所存である。 
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